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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第62期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第61期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高（千円） 2,572,502 21,904,852

経常利益（千円） 203,054 1,247,194

四半期（当期）純利益（千円） 110,807 693,857

純資産額（千円） 22,222,382 22,095,781

総資産額（千円） 27,490,656 27,921,973

１株当たり純資産額（円） 1,257.58 1,250.46

１株当たり四半期

（当期）純利益（円）
6.28 40.79

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益（円）
－ －

自己資本比率（％） 80.8 79.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,010,790 2,532,177

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△164,346 1,411,699

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△194,526 471,021

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
6,740,976 6,080,842

従業員数（名） 436 425

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。
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２【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（名） 436  

　（注）従業員数には、役員、顧問、臨時従業員は含んでおりません。

(2）提出会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（名） 335  

　（注）従業員数には、役員、顧問、臨時従業員は含んでおりません。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 生産高（千円）

船舶用機器事業 1,051,330

陸上用機器事業 723,667

水処理装置事業 523,226

消音冷熱装置事業 268,053

合計 2,566,277

　（注）１　金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

２　上記金額には、賃貸事業の額は含まれておりません。

(2）受注実績

　当第１四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高（千円） 受注残高（千円）

船舶用機器事業 1,352,489 4,970,487

陸上用機器事業 1,268,735 4,315,824

水処理装置事業 1,062,200 4,769,796

消音冷熱装置事業 542,670 1,345,133

合計 4,226,095 15,401,242

　（注）１　金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

２　上記金額には、賃貸事業の額は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 販売高（千円）

船舶用機器事業 1,051,330

陸上用機器事業 723,667

水処理装置事業 523,226

消音冷熱装置事業他 274,278

合計 2,572,502

　（注）１　賃貸事業販売実績の額は、消音冷熱装置事業他に含まれております。

２　当第１四半期間における主な相手先別の販売実績および当該販売実績の総販売実績に対する割合は、次のと

おりであります。

相手先

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

販売高（千円） 割合（％）

 日揮商事株式会社 445,533 17.3

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態及び経営成績の分析】

(1）業績の概要

　当第１四半期におけるわが国経済は、米国のサブプライムローン問題に端を発した内外金融資本市場の混乱による

世界経済の減速懸念や、原油・素材・穀物等原材料価格の高騰によるインフレリスクに対する警戒感等により、景気

の減速傾向が強まり、先行き不透明な状況で推移しました。

　このような状況のなか、当社グループは引き続き顧客満足度の向上を目指して、環境負荷低減技術の向上と同製品の

顧客への提案型営業を積極的に展開してまいりましたが、受注高は42億38百万円、売上高は前年同期に計上したサウ

ジアラビア向け海水淡水化プラントのような大型プロジェクトの計上がなく、25億72百万円となりました。

　また、利益面におきましては、営業利益は77百万円、経常利益は２億３百万円、四半期純利益は１億10百万円となりま

した。

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

　船舶用機器事業は、前連結会計年度に引き続き海運業界の高水準な新造船建造機運と豊富な受注残を背景に、受注高

は13億52百万円、売上高は10億51百万円、営業利益は93百万円となりました。

　陸上用機器事業は、国内石油業界の活発な設備投資に支えられ、受注高は12億68百万円、売上高は７億23百万円、営業

利益は20百万円となりました。

　水処理装置事業は、当第１四半期連結会計期間において海水淡水化装置の売上がなく、受注高は10億62百万円、売上

高は国内IT関連業界向け蒸発濃縮装置を中心に５億23百万円となり、営業損失は42百万円となりました。

　消音冷熱装置事業他は、国内設備投資が比較的堅調ではありましたが、受注高は５億54百万円、売上高は２億74百万

円、営業利益は５百万円となりました。

(2）キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度における現金および現金同等物(以下「資金」という)は、前連結会計年度末に比べ６億60百万円増

加し、当連結会計年度末には67億40百万円となりました。

　営業活動によるキャッシュ・フローは、たな卸資産の増加や法人税の支払い等がありましたが、売上債権の減少等に

より、資金は10億10百万円の増加となりました。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出等により、資金は１億64百万円の減少となり

ました。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払等により、資金は１億94百万円の減少となりました。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

当第１四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、34百万円であります。

　なお、当第１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変

更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 67,657,000

計 67,657,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在発行数

（株)
（平成20年６月30日）

提出日現在発行数（株)
（平成20年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 17,657,000 17,657,000 大阪証券取引所
（市場第二部）

―

計 17,657,000 17,657,000 ― ―

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成20年４月１日～
平成20年６月30日

－ 17,657,000 － 2,220,000 － 1,442,574

（５）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成20年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

　 平成20年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式    　－
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　  17,636,000 17,636 －

単元未満株式 普通株式        21,000 － －

発行済株式総数 17,657,000 － －

総株主の議決権 － 17,636 －

②【自己株式等】

該当事項はありません。

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月

最高（円） 950 935 1,138

最低（円） 863 838 915

　（注）　最高・最低株価は大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」

（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則

に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けて

おります。

　なお、新日本有限責任監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成20年７月１日をもって新日本監査法人から名

称変更しております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成２０年６月３０日）

前連結会計年度末
（平成２０年３月３１日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,740,976 6,080,842

受取手形及び売掛金 6,268,621 8,725,093

有価証券 300,380 301,140

仕掛品 3,088,399 2,310,287

原材料及び貯蔵品 814,542 679,437

前渡金 35,906 72,686

前払費用 52,820 39,355

繰延税金資産 365,782 353,925

その他 254,392 124,177

貸倒引当金 △4,349 △4,082

流動資産合計 17,917,472 18,682,864

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 5,466,320 5,461,159

減価償却累計額 △3,665,088 △3,630,988

建物及び構築物（純額） 1,801,232 1,830,171

機械装置及び運搬具 2,260,890 2,253,242

減価償却累計額 △1,871,764 △1,848,507

機械装置及び運搬具（純額） 389,126 404,734

工具、器具及び備品 993,251 989,753

減価償却累計額 △842,850 △824,816

工具、器具及び備品（純額） 150,401 164,936

土地 1,928,498 1,927,491

建設仮勘定 116,910 3,975

有形固定資産合計 4,386,168 4,331,309

無形固定資産

その他 8,717 8,971

無形固定資産合計 8,717 8,971

投資その他の資産

投資有価証券 4,871,816 4,565,746

長期前払費用 31,747 33,745

繰延税金資産 38,935 49,357

その他 276,935 290,409

貸倒引当金 △41,137 △40,430

投資その他の資産合計 5,178,298 4,898,828

固定資産合計 9,573,184 9,239,109

資産合計 27,490,656 27,921,973
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成２０年６月３０日）

前連結会計年度末
（平成２０年３月３１日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,105,594 1,401,888

未払費用 111,711 131,921

未払法人税等 88,004 368,083

前受金 97,025 76,195

賞与引当金 497,418 321,142

役員賞与引当金 22,217 22,600

工事補償等引当金 191,909 193,000

受注損失引当金 55,940 74,040

その他 467,956 653,364

流動負債合計 2,637,777 3,242,233

固定負債

繰延税金負債 587,345 493,589

退職給付引当金 1,794,461 1,843,851

役員退職慰労引当金 248,689 246,517

固定負債合計 2,630,496 2,583,958

負債合計 5,268,274 5,826,192

純資産の部

株主資本

資本金 2,220,000 2,220,000

資本剰余金 1,684,835 1,684,835

利益剰余金 17,064,275 17,147,692

自己株式 △98 △98

株主資本合計 20,969,012 21,052,429

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,237,853 1,004,743

繰延ヘッジ損益 2,199 936

為替換算調整勘定 △4,118 21,099

評価・換算差額等合計 1,235,934 1,026,779

少数株主持分 17,435 16,572

純資産合計 22,222,382 22,095,781

負債純資産合計 27,490,656 27,921,973
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成２０年４月１日
　至　平成２０年６月30日)

売上高 2,572,502

売上原価 1,929,843

売上総利益 642,658

販売費及び一般管理費

運賃 37,482

特許権使用料 1,537

販売手数料 29,577

広告宣伝費 6,925

貸倒引当金繰入額 778

役員報酬 32,374

従業員給料及び手当 138,567

賞与引当金繰入額 48,846

役員賞与引当金繰入額 1,317

福利厚生費 38,126

退職給付引当金繰入額 19,856

役員退職慰労引当金繰入額 9,271

旅費及び交通費 22,182

賃借料 17,936

工事補償等引当金繰入額 16,000

研究開発費 34,441

減価償却費 17,498

その他 92,662

販売費及び一般管理費合計 565,384

営業利益 77,273

営業外収益

受取利息 16,164

受取配当金 28,446

持分法による投資利益 6,195

為替差益 72,943

その他 3,556

営業外収益合計 127,306

営業外費用

支払利息 159

デリバティブ評価損 861

その他 505

営業外費用合計 1,526

経常利益 203,054

特別損失

固定資産除却損 1,015

たな卸資産評価損 10,538

特別損失合計 11,553

税金等調整前四半期純利益 191,501

法人税、住民税及び事業税 82,403

法人税等調整額 △1,650

法人税等合計 80,752

少数株主損失（△） △59

四半期純利益 110,807
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成２０年４月１日
　至　平成２０年６月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 191,501

減価償却費 79,283

貸倒引当金の増減額（△は減少） 778

賞与引当金の増減額（△は減少） 176,276

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △383

工事補償等引当金の増減額(△は減少) △1,090

受注損失引当金の増減額（△は減少） △18,100

退職給付引当金の増減額（△は減少） △50,212

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,171

受取利息及び受取配当金 △44,611

支払利息 159

為替差損益（△は益） △5,593

持分法による投資損益（△は益） △6,195

固定資産除売却損益（△は益） 1,015

売上債権の増減額（△は増加） 2,484,026

たな卸資産の増減額（△は増加） △910,093

仕入債務の増減額（△は減少） △269,843

その他 △307,040

小計 1,322,048

利息及び配当金の受取額 43,966

利息の支払額 △159

法人税等の支払額 △355,064

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,010,790

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △163,571

投資有価証券の取得による支出 △815

その他 40

投資活動によるキャッシュ・フロー △164,346

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △194,225

少数株主への配当金の支払額 △301

財務活動によるキャッシュ・フロー △194,526

現金及び現金同等物に係る換算差額 8,216

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 660,134

現金及び現金同等物の期首残高 6,080,842

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,740,976
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

（１）重要な資産の評価基準及び評価方法

の変更

たな卸資産

通常の販売目的で保有するたな卸資

産については、従来、主として個別法に

よる原価法によっておりましたが、当

第１四半期連結会計期間より「棚卸資

産の評価に関する会計基準」（企業会

計基準第９号　平成18年７月５日）が

適用されたことに伴い、主として個別

法による原価法（貸借対照表価額につ

いては収益性の低下に基づく簿価切下

げの方法）により算定しております。

なお、当該会計基準を期首在庫の評

価から適用し、期首在庫に含まれる変

更差額を特別損失として計上しており

ます。

これにより税金等調整前四半期純利

益は10,538千円減少しております。

（2）「連結財務諸表作成における在外子

会社の会計処理に関する当面の取扱

い」の適用

当第１四半期連結会計期間より、

「連結財務諸表作成における在外子会

社の会計処理に関する当面の取扱い」

（実務対応報告第18号　平成18年５月

17日）を適用しております。これによ

る損益に与える影響はありません。

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１．棚卸資産の評価方法 当第１四半期連結会計期間末における棚

卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、

前連結会計年度末に係る実地棚卸高を基礎

として合理的な方法により算定する方法に

よっております。

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、

収益性の低下が明らかなものについてのみ

正味売却価額等を見積り、簿価切下げを行

う方法によっております。
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当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

２．法人税等並びに繰延税金

資産及び繰延税金負債の算

定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、

加味する加減算項目や税額控除項目を重要

なものに限定する方法によっております。

また、繰延税金資産の回収可能性の判断

に関しては、前連結会計年度末以降、経営環

境等に著しい変化が生じておらず、かつ、一

時差異等の発生状況に著しい変化がないと

認められるため、前連結会計年度決算にお

いて使用した将来の業績予測やタックス・

プランニングを利用する方法によっており

ます。

【追加情報】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　当社の機械装置の耐用年数については、当第１四半期連

結会計期間より、法人税法の改正を契機として見直しを

行い、改正後の法定耐用年数に変更しております。これに

よる損益に与える影響額は軽微であります。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１　偶発債務

　関連会社の銀行借入に対し、債務保証を行っておりま

す。

保証先 金額
（千円） 内容

 ARABIAN COMPANY
 AND SASAKURA FOR 

 WATER AND POWER

298,095
 (10,500千 

サウジリヤル)
保証債務

１　偶発債務

関連会社の銀行借入に対し、債務保証を行っており

ます。

保証先 金額
（千円） 内容

 ARABIAN COMPANY
 AND SASAKURA FOR 

 WATER AND POWER

233,800
 (8,750千 

サウジリヤル)
保証債務

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 6,740,976千円

　

現金及び現金同等物
6,740,976

千円
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20

年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 17,657千株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 0千株

３．配当に関する事項

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成20年６月27日

定時株主総会
普通株式 194,225 11.0 平成20年３月31日 平成20年６月30日 利益剰余金

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

船舶用
機器事業
（千円）

陸上用
機器事業
（千円）

水処理
装置事業
（千円）

消音冷熱
装置事業他
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する

売上高
1,051,330 723,667 523,226 274,278 2,572,502 － 2,572,502

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 1,051,330 723,667 523,226 274,278 2,572,502 － 2,572,502

営業利益又は

営業損失（△）
93,518 20,584 △42,143 5,314 77,273 － 77,273

　（注）１　事業区分の方法

事業区分の方法は、製品の種類、性質および販売市場の類似性を考慮して区分しております。

２　各事業区分の主な製品

船舶用機器事業 船舶用海水淡水化装置、熱交換器、汚水処理装置、油水分離器、LNG船用超低温バタ

フライ弁等。

陸上用機器事業 空冷式熱交換器、超低温バタフライ弁、ヒートパイプ式冷却ロール等。

水処理装置事業 陸上用海水淡水化装置、逆浸透水処理装置、蒸発濃縮装置、オゾン発生装置等。

消音冷熱装置事業他 騒音防止装置、氷蓄熱システム用機器、水冷媒空調システム、駐車場経営等。
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【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載を省

略しております。

【海外売上高】

　

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

アジア
（除く中東）

中東 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 257,239 7,848 7,888 272,975

Ⅱ　連結売上高（千円）    2,572,502

Ⅲ　連結売上高に占める

海外売上高の割合（％）
10.0 0.3 0.3 10.6

　（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　各区分の属する主な国又は地域

(1）アジア（除く中東）……韓国・インドネシア・中国

(2）中東………………………バーレーン・アラブ首長国連邦・エジプト

(3）その他の地域……………米国・ギリシャ・ドイツ

３　海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 1,257.58円 １株当たり純資産額 1,250.46円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純利益 6.28円

（注）１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

四半期純利益（千円） 110,807

普通株式に係る四半期純利益（千円） 110,807

普通株式の期中平均株式数（千株） 17,656

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月11日

株式会社ササクラ

取締役会　御中

 新日本有限責任監査法人　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 野田　弘一　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 神前　泰洋　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ササクラ

の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成

20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当

監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的

手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ササクラ及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管

しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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